
平成２４年４月１日  №５６２（８）

騒音などで町同報無線が聞き取れないときは…フリーダイヤル　　 0120（04）1221

あなたが支える家族のために　あなたを支えてくれる家族のために

がん検診を受けましょう
　日本人のおよそ２人に１人は生涯のうち一度はがんになると
いわれており、がんで亡くなる人は年間３０万人を超え、死亡原
因の第１位を占めるようになりました。しかし、診断と治療の
進歩により、一部のがんでは早期発見、早期治療が可能となっ
てきました。がん検診は、こうした医療技術に基づき、がんの
死亡率を減少させることができる有効な方法です。初期の段階
でがんを発見して、適切な治療を行い、命を守るために、がん
検診を受けましょう。

� 申し込み
　集団検診…日程を限定し、公共施設などに検診車が出向き、

集団で検診を実施します。
　施設検診…近隣の指定医療機関で実施し、医療機関の診療時

間内に検診を行います。
※検診の対象者・内容は、国の指針に基づいて実施しています。

　詳細は、「平成２４年度松田町健康カレンダー」をご覧ください。

� 集団検診（これまでの申し込み方法と異なります）
◎昨年度（乳、子宮がん検診は一昨年度）検診を受けられた人
には、検診日を指定した通知、問診票などを５月下旬に郵送
しますので、今年度は申し込みの必要はありません。
◎昨年度がん検診を受診されなかった人や、昨年度受けていな
い種類のがん検診などを希望される人は、お申し込みください。
申込期間　４月２７日（金）まで
申込方法　電話か窓口でお申し込みください。
　健康福祉課　健康づくり係　　�（８３）１２２６
　健康福祉センター２階　　　　�（８４）１１９５

� 施設検診
◎一昨年度に施設検診を受診された人には、受診券を郵送しま
すので、今年度の申し込みは必要ありません。
◎昨年度受診されなかった人で受診を希望される人は、健康福
祉課に申し込みのうえ、指定医療機関で受診してください。
申込期間　２５年３月３１日まで
申込方法　電話か窓口でお申し込みください。
　健康福祉課　健康づくり係　　�（８３）１２２６　

� がん検診の内容
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２００円

 喀痰 　　　
かくたん

５００円
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１，３００円
（施設検診）

１，８００円

（集団検診）

頚部　  ６００円
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いずれも７０歳以上の人は無料

（集団検診）

６月２７日（水）、２８日（木）、２９日（金）、３０日（土）
１０月１４日（日）、１５日（月）、１６日（火）
１月３１日（木）、２月１日（金）
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※１０月１６日（火）は
　町立寄中学校　体育館（多目的ルーム）

（集団検診）
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� 低い松田町のがん検診受診率
　がん検診の受診率が「５０％」になるとがんによる死亡率が
減るといわれています。
　松田町の受診率は表のように大変低いのが現状です。
　欧米諸国や他の先進国では、がん検診の受診率は６０％以上
と非常に高く、がんによる死亡率が減少しています。

肺がん大腸がん胃がん
乳がん子宮がん検診名

女男女男女男
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１５.８１８.８１３.１１５.９９.５１２.２２６.３２０.８　　２１年度
１９.４２４.８１３.０１５.６８.８１２.０２９.５２２.５　　２２年度
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日
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１６
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急
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０
０
０
０
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と
Ｊ
Ｒ
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３
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３
月　

日
か
ら
は
、小
田

１７

急
６
０
０
０
０
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あ
さ
ぎ

り
と
し
て
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転
区
間
を
新

宿
か
ら
御
殿
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し
て
運
行
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て
い
ま
す
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自衛隊が
徒歩行進訓練

ロマンスカーあさぎり
の2車両が引退

３月１６日撮影


